
貼ることで地域で
も見守りができる
ようになり
ます。

　　
私
た
ち
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
は
、
認
知
症
講
座
や
家
庭

へ
の
訪
問
、
相
談
を
受
け
て
必

要
な
機
関
に
つ
な
げ
る
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症

当
事
者
と
の
関
わ
り
で
は
、
相

手
の
意
思
や
考
え
を
よ
く
聞
く

こ
と
を
意
識
。
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
支
援
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
認
知
症
へ
の
誤
解

や
偏
見
が
多
く
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
認
知
症

観
を
学
び
、
地
域
み
ん
な
で
変

わ
っ
て
い
け
ば
、
認
知
症
の
人

が
生
活
し
や
す
い
地
域
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
認
知
症
の
本
人
や
家
族
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
脳

の
神
経
細
胞
の
働
き
が
変
化
し
、

記
憶
や
判
断
力
な
ど
の
認
知
機

能
が
少
し
ず
つ
低
下
す
る
こ
と

で
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
状
態
を
い
い
ま
す
。
高
齢
化

が
進
み
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ

る
人
は
年
々
増
加
。
中
に
は
ほ

か
の
病
気
や
薬
、
栄
養
不
足
な

ど
の
影
響
で
認
知
症
の
症
状
が

出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
っ
て
な
に
？

　

65
歳
未
満
で
症
状
が
見
ら
れ

る
若
年
性
認
知
症
は
、
職
場
や

家
庭
で
頼
り
に
さ
れ
る
世
代
の

た
め
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
仕
事
へ
の
影
響
が
大
き
く

な
り
や
す
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
診
断
し
適
切
な
治
療

を
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
進
行

を
抑
え
、
質
を
維
持
し
な
が
ら

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
あ
れ
、
な
ん
だ
か
変
だ
な
」

と
感
じ
た
時
が
相
談
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
、

専
門
医
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
6
年
、
国
は
認
知
症
基

本
法
を
施
行
し
、
認
知
症
施
策

推
進
基
本
計
画
を
と
り
ま
と
め
、

そ
の
中
で「
新
し
い
認
知
症
観
」

を
示
し
ま
し
た
。
新
し
い
認
知

症
観
と
は
「
認
知
症
に
な
っ
た

ら
何
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
く
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら

も
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
仲
間
や
友
人

と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
希
望
を

持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

考
え
方
の
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
の
人
を
支
え
る
対
象

と
し
て
の
み
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
一
人
の
尊
厳
の
あ
る
個
人

と
し
て
捉
え
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、

共
に
支
え
あ
っ
て
生
き
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

事例 加齢による物忘れ 認知症
体験したこと 一部を忘れる 体験ごと忘れる
物忘れの自覚 自覚がある 自覚がないことが多い
探し物に対して 自分でみつけようとする 他人のせいにすることがある
日常生活への支障 支障がない 支障がある

加齢と認知症による物忘れの違い

　若いうちから生活習慣に気をつけ、
高血圧症、糖尿病、心臓病などの生
活習慣病を予防することは、認知機
能の維持につながります。

　認知症月間に合わせて、市立
図書館でさまざまなイベントを
開催します。ぜひ立ち寄りくだ
さい。

　認知症に関する書籍やパネル、
パンフレットなどを展示します。
▶期間…8月30日㈯～９月30日㈫
▶時間…図書館の開館時間
▶会場…２階・３階特設コーナー

　地域包括支援センター職員や
認知症地域支援推進員が、認知
症や介護についての相談を受け
ます。
▶開催日…❶9月3日㈬❷6日㈯
▶�時間…❶10時～16時３０分（映
画上映時間を除く）❷１０時か
ら14時
▶会場…よむのす１階多目的室

　介護施設で働く介護福祉士と
認知症の高齢者との関りを描い
た心温まるストーリーです。認
知症の人の気持ちを理解するこ
とや人と人・地域とつながるこ
と、そして介護という仕事を通
じて働くことの意味を考えさせ
られる内容となっています。
▶開催日…９月3日㈬
▶�時間…１４時～15時45分（受け
付けは13時３０分から）
▶会場…よむのす１階多目的室
▶定員…25 人
▶�申し込み…地域包括支援セン
ターまで電話で申し込みくだ
さい

新
し
い
認
知
症
観
と
は

　行方不明になった際に捜索に必要な情
報を、事前に登録するものです。登録し
た人には、ステッカーを交付。靴や杖に

認知症高齢者等事前登録事業

　認知症や接し方について正しく理解し、認
知症の人や家族を守る応援者を養成する講座
です。小中学校や地域、企業などを対象に開
催。受講者にはサポーターの証を渡します。
　開催を希望する場合は、地域包括支
援センターまで問い合わせください。

認知症サポーター養成講座

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

　認知症の早期発見や進行状況
に応じたサービス提供の流れな
どをまとめた冊子です。
　地域包括支援セ
ンターや元気の泉
の窓口などで配布
しています。

認知症安心ガイド

　
認
知
症
の
当
事
者
や
不
安
を

抱
え
る
人
、
関
心
が
あ
る
人
な

ど
が
参
加
し
、
会
話
や
ゲ
ー
ム

で
交
流
し
ま
す
。
認
知
症
や
介

護
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
市
内
２
カ
所
で
開
催
。
開
催

日
や
会
場
は
、
広
報
く
じ
15
日

号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

認知症の予防対策

■認知症企画展
　「もっと知ろう、認知症」

■認知症カフェ in 図書館

■映画上映会
　「ケアニン～あなたでよかった～」

❶バランスのよい食生活を心がける

 人との交流は脳の刺
激に。趣味や役割を持
つことも大事です

❸積極的な社会参加を行う

❷適度な運動習慣を身に付ける
 運動で動脈硬化のリ
スクを減らすことは、
認知症予防に有効です

 高齢期には低栄養に注
意し、脱水予防のため水
分摂取もしましょう

図書館でイベントを開催

寸劇を交え症状を説明

市の取り組み

机を囲んで交流します

認
知
症
カ
フ
ェ

▲若年性認
知症県HP

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

畠畠
はたけやまはたけやま

山山　　明明
あ け みあ け み

美美さんさん

認知症地域支援推進員認知症地域支援推進員
NPO法人元気てらす縁NPO法人元気てらす縁
☎６６－8011☎６６－8011

９月は認知症月間です
　左から、認知症地域支援推進員（NPO法人元気てらす縁）の
　長畑元子さん、畠山明美さん、根井明美さん

　広く認知症についての関心と理解を深めるために、9月21日を「認知症
の日」、9月を「認知症月間」と定め、さまざまな取り組みを行っています。

問地域包括支援センター　☎61-1557
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